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１ 第⼆期兵庫県地域創⽣戦略 概要
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〇これまでの地域創⽣戦略
・H27.3⽉に「兵庫県地域創⽣条例」を全国に先駆けて制定
・⼈⼝が減少しても地域の活⼒を維持し、将来への希望を持てる｢地域創⽣｣を実現する具体的
な対策プログラムとして、５年を⼀区切りとして「兵庫県地域創⽣戦略」を策定

・第⼀期戦略の評価検証と新たな時代潮流を踏まえ、R2.3⽉に「第⼆期兵庫県地域創⽣戦略
（2020-2024）」を策定

・新型コロナウイルスの感染拡⼤の影響による暮らし等の変化や本県の新しい⻑期ビジョン
「ひょうごビジョン2050」の策定（R4.3⽉）など、新たな要素を第⼆期戦略に反映させる
ため、R5.2⽉に「後期２か年の重点取組⽅針」を策定

〇第⼆期兵庫県地域創⽣戦略の全体像
［基本理念］五国の多様性を活かし、⼀⼈ひとりが望む働き⽅や質の⾼い暮らしが実現できる地域へ
［戦略⽬標及び後期２か年の重点取組⽅針］
Ⅰ 地域の元気づくり

重点⽬標❶
幅広い産業が元気な兵庫をつくる

重点⽬標❷
内外との交流が活⼒を⽣む兵庫を
つくる

重点⽬標❸
豊かな⽂化が息づき、安全安⼼で
にぎわいあふれる兵庫をつくる

Ⅱ 社会増対策

Ⅲ ⾃然増対策（⼦ども･⼦育て）

Ⅳ ⾃然増対策（健康⻑寿）

重点⽬標❹
⾃分らしく働ける兵庫をつくる

重点⽬標❺
結婚から⼦育てまで希望が叶う
兵庫をつくる

重点⽬標❻
⽣涯元気に活躍できる兵庫をつくる

GROWTH DRIVER
本県の持続的な成⻑、発展を牽引するための、全ての取組みに通じる共通基盤

共通
基盤

SDGs 公⺠連携 DX

Frontier
ポストコロナ社会を先導

Return
地⽅回帰の流れを捉える

Future
将来世代への応援を強化する

３つの柱と主な取組

・GXの加速
・万博等を⾒据えた
交流圏の形成

・新技術や多様なチカラ
による地域課題解決

・働き⽅改⾰先進県の
実現

・移住施策の強化
・シビックプライドの
醸成

・結婚･出産･⼦育て⽀援
の充実

・課題を抱える⼈への
⽀援強化

・教育への投資強化

（後期２か年の重点取組⽅針）



２ 戦略指標等の達成状況
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〇評価体系 戦略の枠組みを踏まえた総合的な評価を⾏うため、段階に応じて⽬標･指標を設定

４つの
戦略⽬標

６つの
重点⽬標

政 策
項 ⽬

具体的な
各個別事業

戦略指標 重点指標 政策アウト
カム指標

各個別事業
の進捗指標

評価 評価 評価

達成状況︓｢A｣ 100%以上、｢B｣ 90〜100%未満、｢C｣ 70〜90%未満、｢D｣ 70%未満
合計

項目数
未判明

小計
項目数

ＤＣＢＡ指標区分

9項目11.1%1項目8項目11.1%1項目22.2%2項目33.3%3項目22.2%2項目戦略指標

23項目26.1%6項目17項目13.0%3項目13.0%3項目30.4%7項目17.4%4項目重点指標

74項目25.7%19項目55項目10.8%8項目17.6%13項目14.9%11項目31.1%23項目政策アウトカム指標

106項目24.5%26項目80項目11.3%12項目17.0%18項目19.8%21項目27.4%29項目合計

〇戦略の達成状況
⽇本⼈の転⼊超過や出⽣率等の⼈⼝関連の指標は依然として厳しい状況だが、その他の指標は概ね⽬標を達成した

評価概要
達成
状況

R6(戦略最終年度)
※［ ］は目標値

R1(戦略開始時)戦略指標戦略目標

❶県は国に比べて製造業が占める割合が高く、当該
分野でコロナ禍からの生産回復等の傾向があること
から、目標を上回った

❷地域の魅力向上や安全安心の確保、教育･福祉分野
での地道な取組等が、一定目標達成に貢献

Ａ

[国を上回る伸びの維持]

実質 国108.3＜県112.9
名目 国123.9＜県127.3

実質 国104.1＜県106.0
名目 国109.3＜県110.5

❶県民一人あたり県内GDPの伸び
(H25比で国を上回る伸びを維持)Ⅰ

地域の
元気づくり

Ｂ
[前年度(79.0%)を上回る]

77.3％
77.9％

❷住んでいる地域にこれからも
住み続けたいと思う人の割合

❸❹転出超過数は依然高水準で推移しており、特に
就職等に伴う20歳代の転出が顕著

❺コロナ禍による入国制限の緩和や国による外国人
労働者受入制度の促進等により外国人県民は増加
傾向

Ｄ[0人] ▲7,324人▲7,260人
❸日本人の転入超過数
(日本人社会減ゼロ)

Ⅱ
社会増対策

Ｂ[93.0％] 91.2％92.0％❹若者定着率93.0％

Ａ[25,000人] 39,340人1,222人（単年）
❺外国人の増加数(累計)
(５年間で25,000人の増加)

❻未婚率の上昇等によりH28:1.49をピークに、
H29から８年連続で低下

❼コロナ禍による大幅減以降、減少傾向が継続

Ｃ[1.41] 1.231.41
❻合計特殊出生率
(R1=1.41を維持)

Ⅲ
自然増対策
(子ども･子育

て)
Ｃ[27,000件] 19,675件25,109件❼婚姻件数

❽平均･健康寿命の差は縮小傾向
（R6年度実績はR8年度に判明予定）

❾微増傾向にはあるものの、目標を下回った

未
［男性1.40、女性3.13］

男性 1.34、女性 2.94

男性 1.48
女性 3.20

❽平均寿命と健康寿命の差Ⅳ
自然増対策
(健康長寿) Ｂ[67.2％] 65.8％62.7％❾運動を継続している者

⇒未判明を除いた項⽬の半数以上（約62.5%、50項⽬/80項⽬）の指標で90%以上達成

※参考R4


